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社
団
法
人
茨
城
県
柔
道
接
骨
師
会
（
市

川
善
章
会
長
）
主
催
（
茨
城
県
教
育
委
員

会
・
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
体
育
協
会
後

援
）
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
の

特
別
公
開
講
座
」
が
２
月
24
日
、
水
戸
市

見
川
町
の
水
戸
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、学
校（
中

学
校
・
高
校
）
運
動
部
活
動
指
導
者
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
、
大
学
生
を
対
象

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
約
２
０
０
名
が
参

加
し
て
講
義
や
実
技
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
特
別
公
開
講
座
は
、
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
に
関
す
る
知
識
を
広
く
県
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
公
益
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
市
川
会
長
は
「
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
プ
レ
ー
中
に
負
傷
し
た
時

に
少
し
で
も
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。
本
日

の
特
別
公
開
講
座
が
、
皆
様
に
取

り
ま
し
て
実
り
多
い
日
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
Ｊ
１

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な

ど
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

を
務
め
る
大
隈
重
信
氏
。

ま
ず
、
テ
ー
ピ
ン
グ
に
関

す
る
概
要
を
説
明
し
た

後
、
テ
ー
ピ
ン
グ
実
技
に

移
り
、
各
グ
ル
ー
プ
20
名

ほ
ど
に
分
か
れ
た
参
加
者

は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
実
技
映
像

を
見
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
指

導
員
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
各
部
の
傷
害
に
お
け
る
テ
ー
ピ
ン
グ

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
隈
氏
は
各
グ
ル
ー
プ
を
回
り
な
が

ら
、
テ
ー
ピ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点

な
ど
を
指
導
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

傷
害
の
応
急
的
な
処
置
と
し
て
現
場
で
重

要
視
さ
れ
る
テ
ー
ピ
ン
グ
な
だ
け
に
、
参

加
し
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
選
手
に
負
担

を
か
け
な
い
テ
ー
ピ
ン
グ
方
法
を
学
ぼ
う

と
質
問
を
し
た
り
真
剣
な
顔
で
テ
ー
ピ
ン

グ
実
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、

テ
ー
ピ
ン
グ
の
流
れ
を
メ
モ
に
と
っ
て
確

認
す
る
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
は

熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
は
手
指
関
節
、
肩
関

節
、
肘
関
節
、
膝
関
節
、
足
関
節
傷
害
、

大
腿
部
打
撲
な
ど
６
項
目
の
部
位
に
つ
い

て
テ
ー
ピ
ン
グ
の
実
技
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
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ジ
訓
練
、非
常
食
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
で
、

実
際
に
近
い
形
で
現
場
の
流
れ
を
経
験
し

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

是
非
参
加
し
て
実
際
に
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

　

２
月
17
日
、
常
総
市
石
下
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
、
常
総
接
骨
師
会
会
員
24
名
が

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

中
村
文
男
会
長
か
ら
の
開
会
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
講
習
会
に
入
り
茨
城
西
南
地

方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
よ

り
お
招
き
し
た
講
師
の
方
か
ら
、
応
急
手

　

１
月
26
日
（
土
）、
つ
く
ば
市
金
田
の

桜
総
合
体
育
館
に
お
い
て
日
本
赤
十
字
社

茨
城
県
支
部
の
主
催
す
る
常
備
救
護
班
等

災
害
救
護
訓
練
が
、
県
内
赤
十
字
病
院
、

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
つ
く
ば
市
消
防

本
部
、
日
赤
関
係
団
体
等
約
１
５
０
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柔
道
接
骨
師
会
奉
仕
団
か
ら
は
、
鮏
川

秋
雄
副
委
員
長
を
始
め
、吉
原
貴
範
委
員
、

木
村
相
徳
委
員
、
下
村
年
秋
委
員
、
髙
儀

和
広
委
員
の
計
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
救
護
要
員
に
対
し
て
災

害
救
護
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習

得
と
迅
速
な
行
動
力
を
養
う
た
め
、ま
た
、

平
時
か
ら
災
害
を
想
定
し
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
力
を
発
揮
で
き
る
奉
仕
団
員
を

養
成
し
、
全
体
で
統
制
の
と
れ
た
救
護
活

動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
月
25
日
午
前
10
時
40
分
ご

ろ
、
茨
城
県
に
大
規
模
地
震
が
発
生
し
地

震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
、
つ
く

ば
市
は
震
度
７
を
記
録
し
た
と
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
災
害
救
護
実
施
対
策
本

部
設
置
及
び
運
営
、
被
害
状
況
把
握
、
救

護
班
出
動
（
集
結
訓
練
）、
基
礎
行
動
、

到
着
報
告
、
救
護
所
設
営
、
無
線
操
作
訓

練
、
医
療
救
護
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
、
担
架

搬
送
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
訓
練
、
重
傷
者
後
方
搬
送
、
ト
リ
ア
ー

当
の
説
明
、
心
肺
蘇
生
が
必
要
な
意
味
、

一
時
救
命
処
置
の
重
要
性
な
ど
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
技
講
習
で
は
、
常
総
市
消
防
団
・
女

性
分
団
員
の
２
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
４

名
で
６
班
を
構
成
し
、
人
形
を
使
っ
た
心

肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
使
用
方
法
な
ど
一

時
救
命
処
置
に
必
要
な
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
会
員
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
部
分
な
ど

を
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
し
、
講
習
の
最

後
に
は
ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
一
時
救
命
処

置
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
、
実
に

有
意
義
な
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
が
終
わ
り
懇
親
会
会
場
に
場
所

を
移
し
た
会
員
た
ち
は
、
講
習
会
で
の
お

互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
会
員
同
士
の
絆
を

深
め
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

山
口
光
夫
）

人形を使って心肺蘇生法やAEDの使用方法など
一時救命処置に必要な指導を受ける様子

災害救護訓練に参加した奉仕団員

常
総
接
骨
師
会

救
命
講
習
会
を
受
講

柔
道
接
骨
師
会
奉
仕
団

災
害
救
護
活
動
の
知
識
や

技
術
な
ど
を
学
ぶ
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会
員
と
３
名
の
勤
務
柔
整
師
の
計
19
名
の

参
加
が
あ
り
、２
台
の
エ
コ
ー
観
察
装
置

を
使
用
し
て
調
査
と
勉
強
会
を
行
い
ま
し

た
。先
ず
、屋
外
で
の
投
球
指
導
や
ス
ト

レ
ッ
チ
指
導
を
行
い
、そ
の
後
室
内
へ
移

動
し
、肩
関
節
と
肘
関
節
の
徒
手

検
査
か
ら
エ
コ
ー
検
査
の
順
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
上
腕
骨
小

頭
部
の
異
常
な
ど
の
重
症
例
は

観
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、軽
度

の
内
側
野
球
肘
が
10
名
程
度
観

ら
れ
、経
過
観
察
や
投
球
動
作
の

指
導
が
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、県
西
支
部
の
箱
守
志

農
夫
会
員
か
ら「
超
音
波
エ
コ
ー

を
使
用
し
て
野
球
肘
を
観
る
活

動
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、多
く

の
子
供
達
が
肘
痛
で
苦
し
む
の

を
防
い
で
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で

観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
今

回
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
り
ま

す
の
で
、是
非
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
開
催
の
際
に
は
ま
た
当

誌
掲
示
板
コ
ー
ナ
ー
で
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
、参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　

岩
本
勝
久
）

　

１
月
20
日
、阿
見
町
の
八
重
柏
接
骨
院

に
て
、地
元
少
年
野
球
チ
ー
ム
21
名
の
選

手
の
投
球
障
害
調
査(

野
球
肘
検
診)

が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
調
査
は
各
支
部
よ
り
16
名
の

上腕骨骨端線離開の観察上腕骨小頭障害のエコー観察

生花・葬花

フラワーローズオカノ
代 表　岡 野  秀 夫

〒300-0804
　茨城県土浦市粕毛70
　電話　029(821)0872
　FAX　029(821)6230

投
球
障
害
調
査
・
勉
強
会
を
阿
見
町
の
八
重
柏
接
骨
院
で
実
施

地
元
少
年
野
球
チ
ー
ム
21
名
を
調
査

地元少年野球チーム 21名の選手と調査にあたった各支部の会員たち



いばらき柔道接骨師会ニュース （4）第41号　平成25年３月29日（金）
　

１
月
20
日
、
下
妻
市
「
ビ
ア
ス
パ
ー
ク

し
も
つ
ま
」
に
70
名
の
会
員
を
集
め
、
県

西
支
部
保
険
講
習
会
及
び
新
年
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
眞
中
進
県
西
支
部
長
か
ら

の
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
の
市
川
善

章
会
長
よ
り
年
頭
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。続
い
て
竹
藤
敏
夫
副
会
長
か
ら
、

接
骨
師
会
が
公
益
社
団
法
人
に
移
行
す
る

に
あ
た
り
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
険
講
習
会
に
移
り
、
谷
中
照
男
保
険

部
長
よ
り
正
し
い
請
求
の
仕
方
と
し
て
、

単
純
な
ミ
ス
や
返
戻
な
ど
を
無
く
す
に

は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
な
ど
細
部
に
亘

り
指
導
を
い
た
だ
き
、
会
員
た
ち
は
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
講
習
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

新
年
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
衆
議
院
議

員
田
所
嘉
徳
様
、
衆
議
院
議
員
永
岡
桂
子

様
、
県
議
会
議
員
飯
塚
秋
男
様
、
県
議
会

議
員
神
達
岳
志
様
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
ま
た
当
日
が
誕
生
日
だ
っ
た
市
川

会
長
へ
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
が
あ
り
楽

し
く
有
意
義
な
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

山
口
光
夫
）

（
広
報
委
員　

根
本
光
昭
）

　【
県
南
支
部
で
保
険
講
習
会
を
開
催
】

　

２
月
14
日
（
木
）、
県
南
支
部
で
、
谷

中
照
男
保
険
部
長
を
講
師
と
し
て
迎
え
保

険
講
習
会
が
つ
く
ば
市
の
レ
イ
ク
サ
イ
ド

つ
く
ば
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
ツ
柳
明
県
南
支
部
長
が
挨
拶
さ
れ
、

続
い
て
来
賓
と
し
て
市
川
善
章
会
長
、
竹

藤
敏
夫
副
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
谷
中
保
険
部
長
に
よ
る
保
険
講
習
会

が
始
ま
り
、
健
康
保
険
に
関
す
る
近
況
、

カ
ル
テ
の
管
理
、
返
戻
事
由
、
摘
要
欄
の

活
用
に
つ
い
て
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
て
の
講
習
会
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
午
後
10

時
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

　

水
戸
で
は
梅
ま
つ
り
、
桜
川
市
真
壁
を

始
め
各
地
で
ひ
な
ま
つ
り
が
賑
わ
い
を
み

せ
た
２
月
24
日
（
日
）、
筑
西
市
の
ホ
テ

ル
新
東
に
お
い
て
『
足
部
疾
患
と
テ
ー
ピ

ン
グ
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強
会
と
懇
親

会
が
15
名
の
会
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

勉
強
会
は
荒
井
健
吉
会
長
の
進
行
で
、

足
関
節
捻
挫
、
外
反
母
趾
や
足
底
筋
膜
の

負
傷
な
ど
、
普
段
ど
の
よ
う
に
テ
ー
ピ
ン

グ
を
巻
い
て
固
定
し
て
い
る
の
か
を
、

各
々
の
会
員
が
順
番
に
説
明
し
な
が
ら
実

技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

県
事
業
の
ス
ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
の
特

県
西
支
部
で
保
険
講
習
会

及
び
新
年
会
を
開
催年頭の挨拶をする市川善章会長

筑
西
接
骨
師
会

勉
強
会
と
新
春
懇
親
会
を
開
催 レイクサイドつくばで開催された県南支部の保険講習会
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別
公
開
講
座
や
、
柔
道
の
小
学
生
学
年
別

優
勝
大
会
を
終
え
て
か
ら
の
勉
強
会
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
参
加
し
た
会
員
は
と

て
も
真
剣
に
、
時
に
冗
談
を
交
え
な
が
ら

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
菊
池
尚
久
会
員
の
よ
り
少
な
い

テ
ー
ピ
ン
グ
の
量
で
患
部
を
し
っ
か
り
固

定
し
た
巻
き
方
や
、
箱
守
志
農
夫
会
員
の

包
帯
を
巻
い
た
上
か
ら
の
テ
ー
ピ
ン
グ

法
、
湯
本
光
晴
会
員
の
ス
パ
イ
ラ
ル
テ
ー

プ
を
使
っ
た
巻
き
方
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

員
が
創
意
工
夫
し
改
良
し
た
テ
ー
ピ
ン
グ

の
方
法
を
隠
す
こ
と
な
く
公
開
し
、
ま
た

足
関
節
亜
脱
臼
に
対
す
る
考
え
方
や
整
復

法
な
ど
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
有
意
義
な
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。 

　

懇
親
会
は
富
田
勉
幹
事
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
食
事
を
し
な
が
ら
保
険
の
話
や
ゴ
ル

フ
の
話
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
話
を
、
先

輩
後
輩
な
ど
歳
の
差
を
意
識
す
る
こ
と
な

く
意
見
や
情
報
を
交
わ
し
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
は
塚
本
三
郎
幹
事
の

三
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
県
西
支
部　

青
木
竜
也
）

　【
龍
ケ
崎
接
骨
師
会
定
期
総
会
開
催
】

　

平
成
24
年
度
竜
ケ
崎
接
骨
師
会
定
期
総

会
が
、
１
月
26
日
（
土
）
午
後
6
時
よ
り

取
手
市
内
に
お
い
て
、
多
数
の
会
員
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
野
勝
則
副
会
長
の
司
会
で
、
木
村
相

徳
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
一
ツ
柳

明
支
部
長
に
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
４
月
よ
り
、
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行
が
認
可
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る

こ
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
公
益
事
業
の

一
環
と
し
て
行
う
行
事
に
積
極
的
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
続
い
て
担
当
者

よ
り
事
業
報
告
、
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
新
年
会
へ
と
移
り
、
来
賓
と
し

て
、
衆
議
院
議
員
葉
梨
康
弘
様
、
県
議
会

議
員
山
岡
恒
夫
様
、
県
議
会
議
員
萩
原
勇

様
、
取
手
市
長
藤
井
信
吾
様
な
ど
の
方
々

に
ご
臨
席
を
賜
り
、
本
会
か
ら
は
、
市
川

善
章
会
長
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

立
花
正
敏
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
に
移
り
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど

和
や
か
で
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　【
土
浦
接
骨
師
会
定
期
総
会
を
開
催
】

　

平
成
24
年
度
土
浦
接
骨
師
会
定
期
総
会

が
、
２
月
16
日
（
土
）
に
土
浦
市
内
に
お

い
て
会
員
38
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
県
議
会
議
員
伊
沢
勝
徳

様
、
県
議
会
議
員
青
山
大
人
様
、
土
浦
市

議
会
議
員
松
本
茂
男
様
を
お
迎
え
し
て
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
、
土
浦
接
骨
師
会
谷
中

照
男
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
永
年
に
わ

た
り
会
に
貢
献
さ
れ
た
新
井
猛
会
員
に
会

長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
口
康
経
理
部
長
と
山
田
通
章

協
同
組
合
経
理
部
長
よ
り
会
計
報
告
が
あ

り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
今
回
は
役
員

任
期
満
了
に
伴
い
、
会
長
選
挙
が
行
わ
れ

谷
中
照
男
会
長
が
再
選
さ
れ
、
そ
の
他
の

役
員
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
一
任
し
後
日

報
告
す
る
こ
と
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

挨拶をする一ツ柳明支部長

勉強会に真剣に取り組む会員
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県
北
支
部
　
西
澤
直
之

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
死
者
１
万

５
８
８
０
人
、
行
方
不
明
者
２
６
９
４
人

（
H
25
年
２
月
27
現
在
）、
こ
の
国
の
歴
史

に
永
遠
に
刻
み
つ
け
ら
れ
る
、
未
曾
有
と

い
う
言
葉
で
す
ら
言
い
表
せ
ぬ
ほ
ど
の
凄

ま
じ
い
災
害
で
あ
っ
た
。
更
に
は
、
安
全

神
話
さ
え
あ
っ
た
原
子
力
発
電
所
の
事

故
。
被
災
地
域
を
中
心
に
激
甚
な
直
接
的

被
害
の
み
な
ら
ず
、
間
接
的
に
広
く
国
内

外
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

そ
の
広
範
囲
に
わ
た
る
壊
滅
的
な
状
況
に

国
民
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
か
ら
も
、
こ

の
国
の
未
来
は
絶
望
視
さ
れ
た
。

　

あ
れ
か
ら
２
年
。
至
る
と
こ
ろ
に
散
在

し
て
い
た
瓦
礫
は
撤
去
さ
れ
、
表
面
的

に
は
順
調
に
復
興
へ
の
道
を
歩
ん
で
い

る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
状
は
仮
設
住
宅
入
居
者
を
含
め
約

31
万
５
０
０
０
人
に
も
及
ぶ
避
難
生
活
者

が
い
る
。

　

私
は
、
こ
の
２
年
間
に
復
興
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
５
回
ほ
ど
被
災
地
を
訪
れ
た
。

初
め
て
訪
れ
た
の
は
も
っ
と
も
津
波
の

被
害
が
甚
大
と
言
わ
れ
て
い
た
岩
手
県

陸
前
高
田
市
。
震
災
か
ら
２
ヵ
月
後
の

２
０
１
１
年
５
月
だ
っ
た
。
ま
だ
、
商
店

街
の
真
ん
中
に
漁
船
が
打
ち
上
が
っ
て
い

た
り
、
ビ
ル
の
４
階
に
車
が
何
台
も
突
き

刺
さ
っ
て
い
た
り
、
電
車
が
小
高
い
丘
の

中
腹
に
横
転
し
て
い
た
り
と
、
目
を
覆
い

た
く
な
る
ほ
ど
の
惨
状
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る
側
溝

の
復
旧
を
２
日
間
に
わ
た
り
、
数
十
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
と
一
緒
に
作
業
を

行
っ
た
。
遠
く
は
福
岡
県
か
ら
、
そ
し
て

自
ら
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
者
で

あ
り
な
が
ら
駆
け
つ
け
て
来
た
方
も
い
た
。

　

隣
近
所
の
付
き
合
い
で
さ
え
希
薄
と
な

っ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
全
国
各
地

か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
の

姿
は
、
被
災
地
の
人
々
に
少
な
か
ら
ず
復

興
へ
の
希
望
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
は

ず
。
自
分
自
身
、
震
災
直
後
に
、
多
く
の

人
達
に
助
け
ら
れ
「
生
き
て
い
る
こ
と
の

喜
び
」
と
「
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

感
謝
」
を
心
の
底
か
ら
感
じ
た
か
ら
だ
。

　
「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
一
世
を
風
靡
し
、

人
の
温
も
り
の
有
難
さ
に
気
付
か
さ
れ
、

こ
れ
を
機
に
結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
が
増
え

た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
月
日
が
流

れ
る
に
つ
れ
「
絆
」
と
い
う
言
葉
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
も
人
間
の
性
で
あ
る
。
被
災

地
の
人
々
が
一
番
恐
れ
て
い
る
の
は
、
悲

し
い
震
災
の
出
来
事
が
風
化
し
て
し
ま
う

こ
と
だ
。

　

岩
手
県
釜
石
市
の
小
学
生
は
99
・
8
％

も
の
生
存
率
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
頃
か

ら
地
震
の
時
の
備
え
を
授
業
で
行
っ
て
い

た
か
ら
だ
。
今
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
２

年
前
の
悲
し
い
出
来
事
を
忘
れ
な
い
こ

と
。
そ
し
て
、
我
々
大
人
が
子
供
た
ち
に

ち
ゃ
ん
と
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
。
今
、

全
国
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
災
害
が
起
こ

り
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
助
か
る
命
、
助

け
ら
れ
る
命
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
我
々
大
人
た
ち
の
責
任
で
あ
る
。
被

災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
欲
し
い

と
は
言
わ
な
い
。
せ
め
て
、
あ
の
悲
し
い

出
来
事
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。

復興ボランティアに参加した仲間たち

未曾有という言葉ですら言い表せぬほどの
凄まじい災害であった

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
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高木正樹（県西支部）

私の趣味は、15年ほど前から夢中になっている海
での船釣りです。

海釣りは、同じ地域でも季節ごとに釣れる魚の種
類が変化しますので、一年を通じて飽きることなく楽
しむことができます。

そして釣りあげた鮮度のよい魚を食卓に並べること
ができるのが釣り人の何よりの特権です。
「船釣り」というとなんだかとっつきにくい印象です

が、船宿スタッフ
さんによる初心者、
ファミリー向けへの
釣り方の手ほどき
や、道具のレンタ
ルといったサービス
まで充実しており
ますので、軽装（雨
カッパと長靴程度）
で気軽にチャレン
ジすることができ
ます。陽気が暖か
くなってきた時期
に、港に訪れてみ
てはいかがでしょ
うか！

my
hobby

船釣り船釣り

　

昨
年
の
第
32
回
千
葉
・
茨
城
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
優
勝
、
第
６
回
社

団
法
人
茨
城
県
柔
道
接
骨
師
会
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
優
勝
と
、
立
て
続

け
に
優
勝
し
波
に
乗
る
湯
本
光
晴

会
員
が
、
12
月
16
日
、
県
西
支
部

ゴ
ル
フ
会
の
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
た

笠
間
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
16
番

ホ
ー
ル
（
１
６
２
ヤ
ー
ド
・
パ
ー

３
）
で
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
偉

業
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

湯
本
会
員
も
初
め
て
の
こ
と
で

大
変
喜
び
、
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て

い
た
会
員
か
ら
も
、「
お
め
で
と

う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
祝
福
さ
れ

ま
し
た
。
湯
本
会
員
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　

山
口
光
夫
）

皮
膚
に
優
し
い
固
定
材
料
の
紹
介

　

突
き
指
な
ど
手
指
の
外
傷
や
、
軽
微
な
反

復
ス
ト
レ
ス
が
起
因
で
発
生
す
る
ば
ね
指
な

ど
、
簡
易
固
定
が
必
要
な
場
合
に
有
効
で

す
。
従
来
の
固
定
材
よ
り
柔
ら
か
く
、
青
色

な
の
で
、
ご
婦
人
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。（
品
名
オ
ル
フ
ィ
キ
ャ
ス
ト　

熱
可

塑
性
ニ
ッ
ト
素
材
な
の
で
複
数
回
の
モ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
が
で
き

ま
す
。
ト
リ
オ
医

科
購
入
）

　

今
回
の
知
恵
袋

は
、
会
員
の
先
生

か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
情
報
を
基

に
作
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

良
い
知
恵
を
公

表
し
合
い
共
に

学
び
共
に
栄
え

ま
し
ょ
う
。
情
報

提
供
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
広
報
部
長

荒
井
健
吉
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
た

湯
本
光
晴
会
員

県
西
支
部
湯
本
光
晴
会
員
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成



【
県
民
健
康
講
座
】

茨
接
発
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広

報

部

だ

よ

り

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」
広
報
部
長
の
責
務
を
受
け
て

か
ら
早
く
も
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

原
稿
な
ど
書
く
機
会
も
少
な
い
人
生
を
送
っ
て
き

た
小
生
が
責
任
者
と
な
り
、
41
号
を
発
行
す
る
ま

で
辿
り
つ
け
た
の
も
、
協
賛
会
社
様
・
会
員
の
先

生
方
を
始
め
、
私
を
支
え
て
き
て
く
れ
た
広
報
委

員
・
事
務
職
員
の
方
々
の
お
陰
と
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
忙
・
重
責
に
あ
り
な

が
ら
広
報
部
活
動
に
適
時
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や

支
援
を
い
た
だ
い
た
、
市
川
会
長
に
も
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

次
の
42
号
は
、
公
益
社
団
法
人
に
格
上
げ
さ
れ

た
本
会
が
発
行
す
る
記
念
す
べ
き
広
報
誌
と
な
り

ま
す
。「
時
代
の
荒
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
も
踏
み

堪
え
、
苦
難
を
経
験
す
る
た
び
に
殻
を
破
っ
て
成

長
す
る
」
我
が
柔
道
接
骨
師
会
並
び
に
会
員
の
社

会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
・
広
報
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
今
任
期
の
結

び
に
当
た
り
、
ご
挨
拶
と
お
礼
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
部
長　

荒
井
健
吉
）

柔整業界の今がわかる

http://www.jusei-news.com/
柔整ホットニュースURL

柔整ホットニュースでは「今、何が起こっているのか？」「今後の柔整業界は
どうなっていくのか？」様々な疑問や問題を追いかけると共に、「業界情報」
「行政情報」「保険情報」など柔道整復師が知っておかなければいけない様々
な情報をタイムリーに発信していく情報サイトです。

様々な情報をタイムリーに発信！
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◆
大
久
保 

昭
二
（
お
お
く
ぼ 

し
ょ
う
じ
）

　

県
西
支
部　

大
久
保
豊
美
会
員
の
父

　

12
月
31
日
死
去　

85
歳

◆
染
谷 

榮
子
（
そ
め
や 

え
い
こ
）

　

県
西
支
部　

染
谷
稔
会
員
の
妻

　

１
月
３
日
死
去　

69
歳

◆
坂
入 　

匡
（
さ
か
い
り 

た
だ
し
）

　

県
南
支
部
会
員

　

１
月
10
日
死
去　

56
歳

◆
荒
川　

 

博
（
あ
ら
か
わ 

ひ
ろ
し
）

　

県
西
支
部　

荒
川
正
博
会
員
の
父

　

２
月
10
日
死
去　

85
歳

■
新
入
会
員
■

松
﨑
　
剛
至　
昭
和
59
年
12
月
４
日
生
ま
れ

　

松
﨑
整
骨
院

　

下
妻
市
高
道
祖
３
０
５
０
―
１

　

０
２
９
６
―
４
３
―
３
３
２
３

前
野
　
由
佳　
昭
和
61
年
２
月
28
日
生
ま
れ

　

下
妻
接
骨
院

　

下
妻
市
横
根
４
６
０
―
１

　

０
２
９
６
―
５
４
―
４
４
１
１

木
村
　
有
希　
昭
和
49
年
９
月
10
日
生
ま
れ

　

木
村
整
骨
院

　

牛
久
市
牛
久
町
３
１
５
７
―
４
６

　

０
２
９
―
８
７
３
―
９
１
８
２

　
気
を
つ
け
た
い
腰
の
痛
み

　

腰
の
痛
み
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
起
こ
り
ま

す
。物
を
持
ち
上
げ
た
時
に
ギ
ク
ッ
と
な
っ
た
、

何
度
も
屈
む
動
作
を
し
て
痛
め
た
な
ど
の
腰
の

痛
み
は
、整
・
接
骨
院
で
の
対
応
治
療
が
可
能

で
す
が
、と
く
に
気
を
つ
け
て
お
き
た
い
腰
の

痛
み
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、感
染
症
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
と

内
臓
疾
患
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

　

特
徴
と
し
て
、前
者
は
ウ
イ
ル
ス
等
が
腰
椎

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
り
炎
症
を
起
こ
し
体
温

が
上
昇
し
ま
す
。後
者
は
内
臓
自
体
を
治
療
し

な
い
と
効
果
が
出
な
い
た
め
、湿
布
を
貼
っ
た

り
温
め
る
な
ど
を
し
て
も
痛
み
に
変
化
が
み
ら

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、ど
ち
ら
も
動
作
時
よ
り
も
安

静
時
に
痛
む
の
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、専
門
の
医
師
の
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
整
・
接
骨
院
に
受
診

中
の
方
は
、先
生
に
症
状
を
上
手
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。　　
　
（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）
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